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Abstract 

The purpose of this study is to examine a career development program that may pursue 
self-rewarded career to reduce the mental distress of youth workers.  A program evaluation of the 
self-reward model of career development program was conducted as compared to the traditional 
career development program based on the definition of career consulting established by the Ministry 
of Health, Labour and Welfare.  The intervention outcome of the self-reward model showed that they 
became stress-resistant and their mental distress were more reduced as compared to the counterpart. 

 

１ 緒言  

  

今日の日本では、若年層就労者（厚生労働者の定義

として、15 歳から 34 歳）の離職率の高さと、スト

レスが問題となっている。平成 18年度国民生活白書

によると、新規学卒者（大卒）の離職率は、3 年で

34.7％、独立行政法人労働政策研究・研修機構「若

年層の離職理由と職場定着に関する調査」によると、

離職理由の１位は、「仕事上のストレスが大きい」で、

27.2％となっており、株式会社シェイク「H１９年度

新入社員入社半年後調査」によると、「入社半年で退

職しようと思い、行動した経験がある」が 16.6％、

「３年以内に退職したい」が 38.9％というデータが

発表されている。 

 一方で、厚生労働省は、その対処策として、第 7

次職業能力開発基本計画「キャリア形成の促進のた

めの支援システムの整備」の中で、2002 年度から「5

年間で 5 万人のキャリアコンサルタントを養成す

る」ことを計画した。その計画に対し、2006 キャリ

アコンサルティング研究会報告書によると、「2006

年の 4万人から 4万人強のキャリアコンサルタント

が育成された」と報告し、また、社会環境の変化を

受け、特に正社員を中心として「自分のキャリア形

成のあり方についても、自ら考えようとするものの

割合が増加した割合が 68％に達し、自己啓発実施率

も 48％まで高まったと報告している。 

 上記のデータから考察すると、ハードウェアとし 

て、若年層就労のキャリアを支援するキャリアコン

サルタント育成等の整備はされてきており、また、

若年層就労者のキャリア意識も高まっていると言え

るが、その一方で、早期離職問題や、ストレス問題

が高まっているという事実を考えると、キャリアコ

ンサルタントの提供するキャリアコンサルティング

サービスの質に何か問題があるのではないかという

仮説が立つ。 

 キャリアコンサルタントの育成は、認可を受けた

民間機関が、厚生労働省が「第 7次職業能力開発計

画」の中で定義した「労働者が、その適正や職業経

験等に応じて、自ら職業生活設計を行い、これに即

した職業選択や職業訓練の受講等の職業能力開発を

効果的に行うことができるよう、労働者の希望に応

じて実施される」に準じて、カリキュラムを構築し、

育成している。定義の中に「職業経験等に応じて」

「これに即した」という言葉があるが、これは、自

己報酬追求型キャリアとは対称的な、従来型の他者

報酬追求型キャリアを追い求めてしまう可能性を秘

めており、これが、ストレスの大きさや、早期離職

を引き起こしている可能性を否定できない。 

そこで、「従来の他者報酬追求型生き方がストレス

の累積と不健康をつくりだしているととらえ、自分

のあるがままを愉しく生きる自己報酬追求型生き方

が健康と成功を作るとし、生き方変容を促す」と定

義する SAT 理論（宗像）を基幹としたキャリア開発

プログラムを構築し、厚生労働省の定義するキャリ
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アコンサルタントの定義から構築された従来型のキ

ャリア開発プログラムとの差異を検討し、その効果

性を検証していく。 

 

２ 用語の定義 

 

自己報酬追求型キャリア：自分を愉しみ、他者と愉

しむ満足感という自己報酬を追求する経歴や進路

（宗像,2006） 

他者報酬追及型キャリア：認められたい、愛された

いという心の欲求を充足しようとする経歴や進路

（宗像,2006） 

 

３ 方法と対象 

 

１）研究デザイン 

SAT 理論を基幹とした研修プログラム（以下 SAT

プログラム群と記載）と従来のキャリアコンサルテ

ィングの定義に基づいた研修プログラム（以下、従

来型プログラム群と記載）を、若手就労者に対して

実施し、研修の前後に質問紙を用いた調査を実施し、

その差異を検証する。また、SAT プログラム群に関

しては、追跡調査を行い、研修 3か月後の調査を実

施し、データ検証を行う。 

 

２）対象者 

対象者は、厚生労働省の定める「若年」の定義（15
歳から 34 歳）に当てはまっており、かつ、4 年生大

学卒業であり、かつ、調査日に何らかの職業につい

ている状況であり、本人が自ら受講を望んだ男女 33
名（SAT 型プログラム群：20 名、従来型プログラ

ム群：13 名）で、年齢とグループのクロス集計表は

以下の通りであった。 
 
 

 
 

３）プログラム内容： 

・SAT プログラム群 

本質的な自己の欲求に気づき、閃きを活用し、過

去の自分のスクリプトに囚われないことを前提に構

築されたプログラム。 

・従来型プログラム群 

自分の過去の経験に基づいた自己価値感を確認さ

せ、それを踏まえた上で、現状や未来を認識するこ

とを前提に構築されたプログラム。 

４）形式 ：5時間の集合研修方式 

５）効果測定項目 

 自己価値感尺度（M.ローゼンバーグ, 宗像ら）、自

己抑制型行動特性尺度（宗像）、情緒的支援ネットワ

ーク認知尺度（宗像）問題解決型行動特性尺度（宗

像）、対人依存型行動特性尺度（吉羽、宗像）、状態

不安尺度（スピルバーガー,水口ら訳） 

６）分析方法 

 SPSS10.0J を用い、集団の平均の差には、

Mann-Whitney 検定を、対応する集団の平均の差の比

較には Wilcoxon の符号付き順位を用いた。 

 

 

ＳＡＴプログラ 従来型プログラム群

【プログラム内
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４ 作業仮説 

 

1）従来型プログラム群は、他者報酬追求型キャリ

アを推進させるため、他者からの察しを求める自己

抑制型行動特性と、他者への過剰な期待をしやすい

対人依存型行動特性の尺度値がより高まる傾向が見

られる。 
2）SAT プログラム群は、自己報酬追求型キャリア

を推進させ、他者からの察しを求める自己抑制型行

動特性と、他者への過剰な期待をしやすい対人依存

型行動特性の尺度値を改善する。 
3）SAT プログラム群は、スクリプトそのものが変

容するため、メンタルヘルスが長期的に改善し、受

講前の尺度値と比較して、プログラム受講３ヶ月後

も、数値に自己報酬型行動の改善が見られる。 
 

５ 結果 

 

１）SAT プログラム群と従来型プログラム群におけ

るプログラム受講前後の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自己価値観」「情緒的支援ネットワーク（家族）」

「情緒的支援ネットワーク（家族外）」「問題解決型

行動特性」「状態不安」は、両群とも改善した。しか

し、他者報酬追求型を測定するために用いた「自己

抑制型行動特性尺度」と、「対人依存型行動特性尺度」

は、SAT プログラム群ではどちらも改善されたが、

従来型プログラム群ではどちらも悪化した。 

 

 

 

 

２）SAT プログラム群における受講前と、受講３か

月後の比較 

 

 
 
SAT プログラム群における各項目における、受講

前と、受講後 3 ヶ月の比較は、上記のような結果と

なった。自己抑制型行動特性、問題解決型行動特性、

対人依存行動特性において有意な差であった。自己

価値感、情緒的支援認知（家族）、情緒的支援認知（家

族外）においては、有意な差は見られなかった。 
 

６ 考察 

 

１）SAT プログラム群と従来型プログラム群におけ

るプログラム受講前後の比較 

研修の結果、両プログラムとも、自己価値感、情

緒的支援ネットワーク認知（家族）、情緒的支援ネッ

トワーク認知（家族外）、問題解決型行動特性、状態

不安（STAI）は改善が見られた。しかし、従来型プ

ログラム群との比較により、自己抑制型行動特性と

対人依存型行動特性という他者からの評価を軸とし

たストレス蓄積しやすいことで知られる評価項目に

おいて、SAT プログラム群は改善が見られ、従来型

プログラム群において悪化が見られることがわかっ

た。これは作業仮説の「SAT 理論を活用した、自己

報酬追及型キャリア開発プログラムは、他者報酬型

行動特性の数値が下がり、自己報酬型行動特性に転

換し、自己報酬追及型キャリアへと意識が転換する」

「従来型キャリア開発プログラムは、他者報酬追及

型キャリアの意識のままである」を支持するもので

あった。SAT プログラム群では、受講者は、まず、

気質理解を通じて、自己報酬の定義を理解しながら、
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自己の気質を知ったことにより、過去のスクリプト

に囚われずに、本来の自己報酬型の欲求に気づくこ

とができた。また、他者の期待通りに生きることが

正しいのではなく、あるがままの自分であっていい

のだということに気づけた。そして、未来自己イメ

ージ法の冒頭で無条件に現在の自分が守護されてい

るイメージを創らせたことにより、心の階層的充足

を満たし、無条件に受け入れ、自信に満たされた「本

来」の自己を仮定法の中で作り上げることで、閃き

を活用し、他者の評価や過去のスクリプトに囚われ

ない、現実世界で、本来の自己報酬型の自己が満た

される目標設定をし、それを実現可能なレベルまで

小目標化することで、自己報酬的キャリアに対する

見通しを立てることができた。さらに、他者との主

観的に悪いと思っている感情の理由が、相手に対す

る不適切な期待に原因があることに気づいた。そし

て、「期待できること」と「期待できないこと」を、

客観的に考察することで、期待通りにならないこと

からくるストレスを減らすことができ、また、今後

も再現性をもって対処できると認識させることで、

人間関係に対する見通しも立てることができた。こ

の３点を身につけ、気づきを得たことで、自己抑制

型行動特性と対人依存型行動特性という他者からの

評価を軸とした評価項目において、SAT プログラム

群は改善が見られ、「SAT 理論を活用した、自己報

酬追及型キャリア開発プログラムは、他者報酬型行

動特性の数値が下がり、自己報酬型行動特性に転換

し、自己報酬追及型キャリアへと意識が転換する」

を支持する結果が出たと考察できる。これに対して、

従来型プログラム群では、ディスカッションを通じ

て仕事の意味づけをし、「バリューカード」というツ

ール、「８つのキャリアアンカー」というキーワード

を活用した価値観の整理をしたことで、表面上は、

自分の価値観が明確になり、それに見合った仕事の

意味づけをし、また、時間性の見通しが立ち、サポ

ートしてくれる他者の存在を理解したことで、自己

価値感、情緒的支援ネットワーク認知（家族）、情緒

的支援ネットワーク認知（家族外）、問題解決型行動

特性、状態不安（STAI）といった項目では改善が見

られたと考察できる。しかし、プログラム構成が、

従来の社会に順応した過去のスクリプトを参照した

まま、自己理解を促進する内容のため、本質的な部

分では、「本来」の自己報酬的自己ではなく、他者の

期待にどう応えるかという（無意識の）スクリプト

のままキャリアの意味づけをしてしまったため、心

の階層的充足を条件付きで満たそうとする思考で進

めてしまい、慈愛願望欲求を満たすことを目的とし

た他者報酬追及型キャリアをデザインしてしまい、

自己抑制型行動特性と対人依存型行動特性というス

トレス蓄積しやすい「他者からの評価」を軸とした

評価項目において悪化が見られ、「従来型キャリア開

発プログラムは、他者報酬追及型キャリアの意識の

ままである」を支持する結果になったことが考察で

きる。 
 
２）SAT プログラム群における受講前と、受講３か

月後の比較 

SATプログラム群の事前と3ヶ月後の調査の結果、

自己価値感、情緒的支援（家族）、情緒的支援（家

族外）、状態不安では有意な変化は見られなかった

が、自己抑制型行動特性、問題解決型行動特性、対

人依存型行動特性において有意に改善が見られた。

他者からの評価を軸とする項目である自己抑制型

行動特性と対人依存型行動特性において改善が見

られたということは、「SAT プログラム群は、自己

報酬追及型キャリアへと意識が転換し、自己変容す

ることで、メンタルヘルスも長期的に改善する」を

支持するものであった。 
 これは、受講前には、他者報酬型スクリプトだっ

たものが、プログラムの受講を通じて自己報酬的に、

他者の期待通りに生きることが正しいのではなく、

あるがままの自分であっていいのだということスク

リプトへの書き換えがあり、それを要因として行動

を起こすように自己変容し、それが 3 ヶ月間という

時間がたっているにもかかわらず、他者からの評価

を軸とする自己抑制型行動特性、対人依存型行動特

性という項目において、改善が見られたと考察でき

る。 
 また、自己報酬追求型キャリアを求めたことによ

り、心の本質的欲求の充足が起こり、慈愛願望欲求

と自己信頼欲求が満たされ、慈愛欲求を満たそうと

いう意識が高まったからこそ、問題解決型行動特性

において改善が見られたと考察できる。 
 

７ 結論 

 

SAT 理論を活用した自己報酬追求型キャリア開

発プログラムは、心の本質的欲求を満たし、自己報

酬型キャリアと他者報酬型キャリアのバランスを重

視した現代の情報化社会に即した本来のキャリア開

発の定義に基づいた支援をするためのプログラムと

して効果性が高いと考察できる。 
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８ 今後の課題 

 

この結果、考察、結論は、少数の事例からの示唆

であり、また、集合研修型プログラムにおいては、

担当する講師（キャリアコンサルタント）の個性や

考え方、力量が大きく影響を与えるため、一般化に

向けては、量的な研究、及び検証が必要であると考

えられる。また、今回の参加者は、両プログラムと

も自主的に参加を希望した方のみであり、（例えば会

社内の研修などで）参加を義務づけられた参加者の

事例は入っていない。つまり、事例数を重ねていく

こと、そして、様々な状況における事例の調査が必

要である。今後とも、調査を進めていきたい。 
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